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 16  へき地教育・複式教育 
 

１ 島根県の現状など 

    近年、少子化が進み、中山間地が多い本県では、へき地学校や複式学級を有する学校が多く存在し

ている。全国的に見ても、へき地学校や複式学級を有する小学校の割合が比較的高い状況にある。 

 

２ へき地教育・複式教育を推進するにあたって 

このような現状から、本県の学校教育を推進していくうえで、へき地教育・複式教育は非常に重要な

課題であり、その充実が求められている。特に、へき地教育・複式教育に向き合う教員の姿勢や資質が、

教育の質を高めていくために大切である。 

    島根県教育委員会では、複式教育担当指導主事による複式教育に係る先進地視察を通して、複式

学級における指導方法等について情報を収集し情報発信をしながら、複式教育の充実を図っている。 

 

３ へき地教育・複式教育のとらえ 

へき地学校や複式学級に対しては、「人間関係が限られ、固定化しやすい」「少人数のため学習が

停滞しがちである」といったことが短所として強調されやすい。しかし、少人数のよさを生かしたきめ細

かな指導や機動力のある活動を充実したり、異学年で構成された学級等で人間性や社会性を豊かに

育んだりすることができる。特に複式教育の学習指導法の特徴である「学年別指導」を通して、児童に

主体的な学び合いの場を経験させることができる。これらの教育活動を日常的に展開できることが複

式教育のよさである。 

また、へき地学校においては、豊かな自然、歴史・文化、子どもを社会の宝として育んでいこうとする

地域の人々など、教育資源が豊富である。そして、これらが息づいているからこそできる教育がへき地教

育のよさである。 

このように、教職員誰もがへき地学校や複式学級の特性をよく理解し、日々の教育実践に積極的に

生かしていくことが大切である。 

 

４ へき地教育・複式教育における留意点 

へき地学校・複式学級を有する学校における教育課程編成等について、留意すべき点としては次の

ようなことがあげられる。 

（１） へき地は、豊かな自然環境に恵まれ、伝統的行事や文化等が受け継がれている。地域や学校の実

態を把握したうえで教育課程を編成する。  

（２） 少人数のよさに目を向け、一人一人の児童生徒のよさや可能性を把握し、個に応じた指導を可能

な限り実施する。  

（３） 複式学級においては、各教科等の目標の達成に支障のない範囲で、各教科等の目標及び内容に

ついて学年別の順序によらない教育課程を編成することができる。同単元同内容同程度指導（Ａ・

Ｂ年度方式）、異単元異内容指導（学年別指導）等それぞれの特質や学級編制の変動について配

慮し、学校の実態に則した教育課程を編成する必要がある。特に、同単元同内容同程度指導（Ａ・

Ｂ年度方式）では教科等の系統性を踏まえること、異単元異内容指導（学年別指導）等では間接
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指導の時間が児童の主体的な学び合いの場となるよう配慮することが必要である。また、複式学級

を有する学校であっても、単式学級においては、当該学年の内容のみにより教育課程を編成しなけ

ればならない。 

（４） 学級の枠をはずした合同学習、近隣校との集合学習、大規模校との交流学習等の集団形態につ

いて工夫する。 

（５） 地域の専門的知識や技能をもつ方に学習指導等について協力を得るなど、地域の教育力を十分

に生かすために、学校と地域との連携を推進する。 

（６） 地域の自然、歴史・文化、伝統を活かした教育を展開し、児童生徒に、ふるさとを愛する心やふるさ

とに貢献したいと願う意欲を育む。 

（７） １日の生活時程や週当たりの授業時間表を作成する場合には、児童生徒の通学距離や交通条件、

あるいは季節等についても配慮し、例えば、１年間を前期と後期に分け、生活時程や週の授業時間

の配当を変える等の工夫も必要である。 

（８） 地域内の学校が相互に研究会をもったり、資料・情報の交換を積極的に行ったりすることは、適切

な教育課程を編成するうえで有効である。 

（９） 複式学級の転出入については、当該児童の学習に支障が生じないよう適切に対応する。 

（転入）履修の状況を把握し、未習事項は補充学習等で定着を図る。 

（転出）履修の状況について、転出先の学校に連絡する。 

（10） 卒業後の進学先や就職先において、人間関係や環境の変化等に適応できるよう、様々な経験を

積んだり、自尊感情を高めたりできるように配慮する。 

 

＜へき地教育及び複式教育に情報等＞ 

しまねの教育情報Web EIOSに関係情報を集約しているの 

でぜひ活用いただきたい。右の二次元コードよりアクセスする 

ことが可能である。 

 

 

 


